
昭 和42 年4 月5 日

区のお知らせ

第180 号( 1)

足 立 区
企画室
TEL( 882) 1111

交 通 相 談 案 内
日曜日・祝日を除く毎日、午前9
時から午後4時まで。ただし土

曜日は半日。場所は第二庁舎内足

立交通相談所。東京交通安全協会

の職員が、当事者の立場になって
損害賠償などの相談にのります。

人 口 調 べ
(昭和42年3 月1 日現在)
世帯　150, 858
男　　268, 744
女　　255, 008
計　　523, 752
( 前月より1, 386人の増)

生活 につ な が る事業 に重点

42年度予算 一般会計は77億2425万円

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
ふ
や
す

少
年
野
球
場
を
六
か
所

三
本
の
柱
で

住
み
よ
い
区
に

昭
和
四
十
二
年
度
当
初
予
算
と
補
正

予
算
第
一
号
が
、
去
る
三
月
二
十
日
の

第
一
回
区
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
総
額
は
九
十
三
億
三
千
七
十
四

万
円
(
千
円
単
位
四
捨
五
入
、
以
下
同

じ
)
で
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計
は
補
正

一
号
を
含
め
て
七
十

七
億
二
千
四
百
二
十

五
万
円
で
す
。こ
れ

は
、前
年
度
同
期
よ

り
四
億
九
千
六
百
二

十
六
万
円
、
六
・
八

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
。
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
十
六
億
六
百
四
十
九
万
円

で
、
前
年
度
同
期
よ
り
二
一
・
〇
七
パ

ー
セ
ン
ト
増
、
総
計
で
は
八
・
七
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。質
屋

事
業
は
、今
年
度
か
ら
公
益
質
屋
貸

付
基
金
を
つ
く
っ
て
運
営
し
ま
す
の

で
、同
事
業
特
別
会
計
は
廃
止
し
ま
し

た
。一
般
会
計
の
歳
出
は
、下
の
グ
ラ

フ
で
見
る
と
お
り
、民
生
費
が
ト
ッ
プ

で
全
体
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ち
か
く
を

占
め
、次
い
で
教
育
費
、土
木
費
、総

務
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
民

生
費
の
う
ち
、生
活
保
護
費
が
七
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
約
二
十
一
億
円
で
一
般
会

計
の
約
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
足
立

区
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
は
、前
年
度
に
引
き
続

き
、(
1
)
生
活
環
境
の
整
備
、(
2
)
青
少
年

の
健
全
育
成
、(
3
)
社
会
福
祉
の
充
実
を

区
政
三
本
の
柱
と
し
、ま
た
、行
政
施

設
建
設
五
か
年
計
画
の
第
二
年
次
と
し

て

、
こ
れ
を
完
全
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
区
政
の
前
進
を
図
る
よ
う
編
成
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
道

路
の
拡
幅
、
学
校
プ

ー
ル
建
設
な
ど
、
当

初
予
算
に
一
部
計
上

し
た
も
の
を
除

い

て
、
こ
の
五
か
年
計

画
に
も
と
ず
く
施
設
建
設
費
は
、六
月

の
都
区
財
政
調
整
交
付
金
の
決
定
を
待
っ
て

今
後
の
補
正
予
算
に
計
上
す
る
予

定
で
す
。そ
れ
で
は
、重
点
事
業
を
と

お
し
て
四
十
二
年
度
の
区
の
し
ご
と
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
環
境
の
整
備

道
路
整
備
や
ド
ブ
の
清
掃
、交
通
安

全
、カ
・
ハ
エ
の
駆
除
な
ど
に
よ
っ
て

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
ょ
う
と
い
う

の
が
生
活
環
境
の
整
備
で
、こ
れ
に
八

億
五
千
四
百
十
三
万
円
を
あ
て
ま
し
た

▽
子
ど
も
の
安
全
を
は
か
る
た
め
公

園
、児
童
遊
園
の
ま
わ
り
に
交
通
標
識

を
立
て
る
二
百
五
万
円

。

▽
臨
時
学
童
交
通
擁
護
費
(
み
ど
り

の
お
ば
さ
ん
)
二
十
一
人
増
員
五
百
十

七
万
円
。

こ
れ
は
、都
の
増
員
決
定
ま
で
の
間
、

区
が
独
自
で
採
用
し
、み
ど
り
の
お
ば

さ
ん
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
学
校
や
足

り
な
い
学
校
に
配
置
す
る
も
の
で
す
。

▽
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
六
、〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
増
設
と
通
学
路
整
備
二
千
五
百
万

円
。▽

交
通
安
全
読
本
印
刷
(
小
学
二
・

五
年
生
用
)
と
通
学
路
標
識
設
置
な
ど

二
百
九
十
二
万
円

。

▽
献
血
運
動
P
・
R
六
十
三
万
円
な

ど
。こ

れ
ら
の
交
通
安
全
対
策
費
は
計
三

千
八
百
四
十
三
万
円
。

▽
カ
・
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
と
ね
ず
み

の
駆
除
二
千
七
百
四
十
四
万
円
。

▽
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ
ン
パ
ー
に
よ
る
側
溝
の
清
掃

一
千
八
百
四
十
三
万
円

。

▽
道
路
補
修
(
千
住
五
丁
目
ほ
か
六

か
所
四
二
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
)

一
億
五
千
万
円
。

▽
道
路
拡
幅
(
千
住
堀
の
暗
き
ょ
、

ほ
か
三
か
所
二
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
)
一
億
五
千
五
百
万
円
。

▽
街
路
灯
の
新
設
(
一
、〇
〇
〇
灯
)
五

千
百
三
十
六
万
円
。

▽
ド
ブ
や
用
水
の
改
良
(
本
木
南
町

ほ
か
九
か
所
二
、七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
)

一
億
二
千
二
百
七
十
八
万
円
な
ど
。

水路を改修して道路を広く( 竹の塚駅付近で)

学

校

整

備

以
上
が
区
の
重
点
施
策
で
す
が
、こ

の
ほ
か
教
育
水
準
の
向
上
、学
校
施
設
整

備
な
ど
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
問

題
で
、校
舎
の
鉄
筋
化
、学
校
プ
ー
ル
・

屋
内
体
操
場
の
建
設
、
給
食
用
備
品
の

充
実
な
ど
に
十
億
二
千
三
百
三
十
三
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▽
校
舎
増
改
築
(
小
学
校
百
四
十
二

教
室
、中
学
校
二
十
四
教
室
)
、屋
内

体
操
場
建
設
(
千
六
小
、西
新
井
第
二

小
、興
本
小
、綾
瀬
小
、長
門
小
)
八

億
一
千
五
百
三
十
五
万
円
。

こ
れ
で
鉄
筋
校
舎
の
保
有
率
は
小
学

校
が
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
は
五

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
屋

内
体
操
場
の
保
有
率
は
、
小
学
校
六

九
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
中
学
校
は
す
で
に

全
校
に
あ
り
ま
す
。

▽
学
校
プ
ー
ル
建
設
(
小

学
校
四

基
、
千
四
小
、
千
七
小
、
本
木
東
小
、

高
野
小
、
中
学
校
二
基
、
花
畑
中
、
新

田
中
)
七
千
六
百
五
十
五
万
円
。

プ
ー
ル
の
保
有
率
は
、
こ
れ
で
小
学

校
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
校
六
八
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

▽
伝
染
病
、
食
中
毒
防
止
の
た
め
の

消
毒
保
管
庫
、生
牛
乳
保
管
庫
な
ど
、給

食
用
衛
生
器
具
の
充
実
(
三
か
年
計

画
第
一
年
次
)
二
千
三
百
六
万
円
。

▽
教
科
・
教
材
用
備
品
の
充
実
(
五

か
年
計
画
第
二
年
次
)
七
千
万
円
。

▽
視
聴
覚
教
育
用
テ
レ
ビ
な
ど
の
購

入
(
子
テ
レ
ビ
二
百
四
十
五
台
、
親
テ

レ
ビ
四
十
三
台
、
放
送
設
備
六
台
、
薬

品
用
冷
蔵
庫
)
一
千
九
百
六
十
七
万
円

こ
れ
で
小
学
校
全
学
級
に
テ
レ
ビ
が

は
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成

健
全
な
遊
び
が
で
き
る
よ
う
な
広
場

を
つ
く
っ
た
り
、よ
い
友
だ
ち
づ
く
り

の
た
め
の
青
少
年
団
体
育
成
な
ど
が
青

少
年
の
健
全
育
成
で

、
こ
れ
に
三
千
二

百
四
十
九
万
円
を
あ
て
ま
し
た
。

▽
少
年
野
球
場
の
新
設
(
南
椿
・
竹

の
塚
六
号
・
綾
南
・
北
宮
城
・
五
反
野

の
各
地
区
と
尾
竹
橋
公
園
内
の
六
か

所
)
四
百
八
十
万
円
。

こ
の
少
年
野
球
場
の
建
設
は
、
は
じ

め
て
の
試
み
で
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
設

け
無
料
で
小
中
学
生
に
開
放
し
ま
す
。

▽
児
童
遊
園
の
新
設
(
中
央
本
町
ほ

か
三
か
所
)
同
改
良
(
西
加
平
第
三
ほ

か
四
か
所
)
九
百
二
十
五
万
円

▽
学
校
開
放
(
六
十
校
、
前
年
度
よ

り
十
校
増
)
四
百
五
十
万
円

▽
青
少
年
団
体
育
成
事
業
五
百
十
五

万
円▽

図
書
館
の
図
書
充
実
四
百
万
円

(
こ
れ
は
前
年
度
の
倍
額
)
な
ど
。

募
集
臨
時
学
童

交
通
擁
護
員

年
齢
―
二
五
歳
以
上
で
身

体
強
健
な
か
た
　
日
給
―
八

百
円
(
被
服
貸
与
)
　
勤
務
―

平
日
午
前
八
時
～
午
後
四

時
、土
曜
日
は
正
午
ま
で
　

応
募
―
学
務
課
学
務
係
(
区

役
所
内
)
へ
履
歴
書
持
参

社
会
福
祉
の
充
実

保
育
園
や
各
種
の
福
祉
施
設
の
整
備
・
建

設
が
社
会
福
祉
の
充
実
で
、今

年
度
は
七
千
五
百
四
十
八
万
円
で
す
。

▽
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
(
一
部
)
四
千
五
百
万
円
。

▽
既
設
保
育
園
の
整
備
(
三
か
年
計

画
の
第
二
年
次
)
二
百
万
円

▽
私
立
保
育
園
の
振
興
三
百
二
十
二

万
円
な
ど
。

◇

42年度一般会計歳入・歳出予算(当初・補正1号)

歳入( 総額77億2, 425万円) 歳 出( 総額77億2, 425万円)

区 議 会
だ よ り

新
年
度
予
算
案
な
ど
審
議

正
・
副
議
長
を
改
選

昭
和
四
十
二
年

度
第
一
回
区
議
会

定
例
会
が
、
去
る

三
月
十
日
か
ら
新
区
議
会
議
場
で
開
か

れ
、昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算

案
ほ
か
二
十
一
議
案
と
請
願
・
陳
情
三

十
八
件
を
議
決
し
、正
・
副
議
長
を
改
選

し
て
三
月
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

十
日
の
本
会
議
で
は
、代
表
質
問
に

先
き
だ
ち
、正
・
副
議
長
の
改
選
が
行

な
わ
れ
、中
条
幸
男
議
長
(
自
民
、

七
〇
歳
)
の
後
任
に
阿
出
川
信
孝
議
員

(
自
民
、
六
一
歳
)
を
、
野
口
五
郎
平

副
議
長
(
自
民
、
六
六
歳
)
の
後
任
に

藤
原
忠
志
議
員
(
自
民
、
五
九
歳
)
を

そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

区
側
が
提
出
し
た
お
も
な
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

□
…
四
十
二
年
度
区
一
般
会
計
予
算
、

同
補
正
予
算
第
一
号
、
同
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
(
以
上
三
件
は
別
掲
)

□
…
四
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
七
号
(
二
千
八
十
万
円
追
加
)
。こ

の
補
正
で
四
十
一
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
は
八
十
四
億
六
千
百
八
十

一
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

学童の安全
四
月
は
、
子
ど
も
の
入
園
、
入
学
に

と
も
な
っ
て
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
ご
両
親
を
は
じ
め
、
運
転
手
さ
ん

や
社
会
全
体
が
協
力
し
合
っ
て
、
子
ど

も
を
こ
の
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ご
父
兄
に
お
願
い

■
家
庭
で
も
子
ど
も
に
基
礎
的
な
交
通
知

識
を
教
え
、お
と
な
が
模
範
と
な
っ
て
正

し
い
通
行
を
実
践
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
を
送
り
だ
す
と
き
は
、必
ず
具

体
的
な
注
意
を
、
く
り
返
し
与
え
て
く
だ
さ
い
。

■
遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、せ
き
た
て
る
こ
と
な
く

父
兄
が
学
校
に
電
話
で
連
絡
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
安
心
さ

せ
て
か
ら
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
て
る
と
事
故
に
あ
い

や
す
い
の
で
忘
れ
物
の
な
い
よ
う
前
日
に
学
用
品
の
点
検
を

す
ま
せ

、
早
寝
早
起
き
を
さ
せ
て
登
校
時
間
に
余
裕
を
も
た

せ
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。区民相談

法
律
相
談
や
教
育
相
談
な
ど
、

各
種
の
無
料
区
民
相
談
を
、専
門

の
大
学
教
授
や
弁
護
士
な
ど
が
担

当
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

結
婚
・
家
事
…
日
曜

祝
日
を
除
く
毎
日
、午

前
九
時
～
午
後
四
時
、

土
曜
日
は
半
日
。場
所

は
区
庁
舎
相
談
室
。

生
活
…
月
曜
日
・
祝

日
を
除
く
毎
日
、午
前

九
時
～
午
後
四
時
。場

所
は
生
活
館
(
東
綾
瀬

一
丁

目

五
-

一
七
)

行
政
…
毎
月
第
二
木
曜
日
、午

後
一
時
～
四
時
。区
庁
舎
。

法
律
…
毎
月
第
一
火
曜
日
は
生

活
館
、第
三
水
曜
日
は
第
二
庁
舎

(
梅
田
七
丁
目
三
三
-
七
)
、第

三
木
曜
日
は
区
庁
舎
。時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
～
四
時
。

税
務
・
経
理
・
経
営
・
保
護…

毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時～
四

時
。
場
所
は
区
庁
舎
。
た
だ
し
保
護

相

談

は

第
三

金
曜

日

休
み
。

人
権
・
身
の
上
…
毎

月
第
三
金
曜
日
、午
後

一
時
～
四
時
、区
庁
舎
。

教
育
…
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
、午
前
十
時
～

午

後

四

時

。
場
所

は

千

四

小

内
教

育

相
談

所

。

老
人
健
康
…
毎
月
第
二
・
第
四

木
曜
日
、午
後
一
時
～
四
時
。場

所
は
生
活
館
。

消
費
者
・
中
小
企
業
…
日
時
は

結
婚
相
談
と
同
じ
。区
庁
舎
内
経

済
課

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481
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都知 事・区 議 会議員 選挙

□ …自信のある一票を投じましょう…□
四
月
十
五
日
は
、
都
知
事
と
区
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙

は
、
四
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
わ
た
く

し
た
ち
に
最
も
身
近
か
な
選
挙
で
す
。

民
主
政
治
で
は
、有
権
者
が
み
な
平

等
の
一
票
を
持
ち
、そ
の
一
票
が
積
み

重
な
っ
て
政
治
が
決
ま
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、

有
権
者
の
み
な
さ
ん
が
選
挙
に
無
関
心

だ
っ
た
り
、ま
ち
が
っ
た
判
断
を
す
る

と
、そ
の
ま
ま
政
治
に
現
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。こ
の
意
味
で
、政
治
の
良
し

悪
し
は
有
権
者
に
も
責
任
が
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
、よ
く
考
え
た
自
信
の

あ
る
一
票
で
、明
る
く
住
み
よ
い
社
会

を
築
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

投
票
資
格
者
は
…

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は

次
の
人
で
す
。

既
登
録
者
　
四
十
一
年
十
一
月
一
日

現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、
投
票
日
ま
で
足
立
区
に
住
ん
で

い
る
人
。

転
入
者
　
四
十
一
年
十
二
月
一
日
以

前
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
、四

十
二
年
三
月
一
日
ま
で
に
名
簿
の
登
録

申
し
出
を
済
ま
せ
、三
月
三
十
日
に
登

録
さ
れ
た
人
で
、投
票
日
ま
で
足
立
区

に
住
ん
で
い
る
人
。

新
有
権
者
　
昭
和
二
十
二
年
三
月
二

日
ま
で
の
出
生
者
で
、転
入
者
と
同
様

に
登
録
の
申
し
出
を
済
ま
せ
、登
録
さ

れ
た
人
で
、
投
票
日
ま
で
足
立
区
に
住

ん
で
い
る
人
。

知
事
選
の
例
外
　
都
知
事
選
挙
に
つ

い
て
は
、都
内
区
市
町
村
相
互
間
で
の

住
所
移
転
が
一
回
だ
け
の
と
き
、名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
前
住
所
地
で
投
票

で
き
ま
す
。た
だ
し
、こ
の
場
合
、現
住

所
の
区
市
町
村
長
が
発
行
す
る
住
民
票

(
選
挙
用
は
無
料
)
な
ど
が
必
要
で
す
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法
は
…

投
票
時
間
や
順
序
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
か
ら
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

□

投
票
日
時

四
月
十
五
日
(
土
)

午
前
七
時
～
午
後
六
時

□

投
票
順
序

(
1
)
名
簿
対
照
を
経
て
都
知
事
選
挙

の
投
票
用
紙
(
た
ま
ご
色
)
を
受

け
、
投
票
す
る
。

次
に
区
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
資

格
が
あ
る
人
は
、
次
の
と
こ
ろ
で

(
2
)
区
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙

(
う
ぐ
い
す
色
)
を
受
け
て
投
票

す
る

□

そ
の
他

投
票
用
紙
に
は
、候
補
者
の
氏
名

を
一
人
だ
け
は
っ
き
り
書
い
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
書

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

お

願

い

都
知
事
選
挙
用
と
し
て
区
内
の
三
九

四
か
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設

置
し
ま
し
た
。こ
こ
に
貼
っ
て
あ
る
ポ

ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、掲
示
場
を
こ
わ

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。も
し

こ
の
よ
う
な
も
の
を
見
か
け
ま
し
た

ら
、至
急
、区
選
挙
管
理
委
員
会
(
区

役
所
内
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、掲
示
場
の
前
に
駐

車
し
ま
す
と
、
ポ
ス
タ
ー
が
見
え
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
駐
車
は
ご
遠
慮
を
。

フ ォト

サ
ー
ビ
ス

写
真
・
左
は
、
去
る
三

月
十
日
に
開
か
れ
た
区
議

会
本
会
議
の
模
様
を
傍
聴

す
る
人
た
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
常
日

ご
ろ
か
ら
の
区
政
に
対
す
る
関
心
が
、

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進
に
は
必
要

で
す
。
こ
の
写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に

さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
企
画
室
広
報
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

宇
宙
・
科
学
室
や
音
楽
室
な
ど

児
童
用
別
館
四
月
中
に
開
設

中部区民福

祉センター

幼
児
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
の
福
祉

施
設
と
し
て
建
設
し
て
い
る
中
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
梅
田
町
一
八
四
)
に

少
年
向
け
の
別
館
が
ま
も
な
く
完
成
し

四
月
中
に
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。昨

年
十
二
月
に
開
設
し
た
こ
の
セ
ン

タ
ー
内
に
は
、
福
祉
事
務
所
を
は
じ
め

保
育
園
や
集
会
室
、
老
人
娯
楽
室
な
ど

各
種
の
福
祉
施
設
が
あ
り
、
多
く
の
人
び

と
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん

ど
は
音
楽
室
や
卓
球
室
、
宇
宙
・
科
学

室
な
ど
を
そ
ろ
え
た
児
童
・
生
徒
用
の

別
館
を
建
て
ま
し
た
。

こ
の
別
館
は
、
同
セ
ン
タ
ー
建
設
の

一
環
と
し
て
昨
年
九
月
十
五
日
に
着
工

し
た
も
の
で
、
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
四
階
建
て
、
建
築
面
積
一
八
七
平

方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
五
三
六
平
方
メ
ー

ト
ル
、
工
費
約
三
千
六
百
万
円
で
す
。

一
階
は
ピ
ロ
テ
イ
ー
(
げ
た
ば
き
)

で
卓
球
台
二
台
と
ダ
ル
マ
シ
ー
ソ
ー
な

ど
が
置
い
て
あ
り
、二
階
は
音
楽
室
と

ホ
ー
ル
が
二
室
。こ
の
音
楽
室
に
は
、

楽
器
と
レ
コ
ー
ダ
ー
を
備
え
、青
少
年

の
器
楽
合
奏
や
コ
ー
ラ
ス
、
音
楽
鑑
賞

な
ど
が
で
き
、
ま
た
映
写
機
や
幻
灯
機

も
備
え
て
映
画
会
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
階
は
工
作
室
、
卓
球
室
と
、
三
・

四
階
ふ
き
ぬ
け
の
科
学
・
宇
宙
室
で

す
。
工
作
室
に
は
木
工
具
や
工
作
台
を

置
き
児
童
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
工
作
指
導
も
行
な
う
予
定
で
す
。

卓
球
室
に
は
卓
球
台
を
三
台
置
き
、

自
由
開
放
し
ま
す
。
科
学
・
宇
宙
室
は

天
じ
ょ
う
が
ド
ー
ム
式
に
な
っ
て
お
り

天
体
投
映
機
や
小
型
望
遠
鏡
、大
地
球
儀

、
太
陽
系
運
動
機
な
ど
を
そ
ろ
え
ま

す
。四

階
は
図
書
室
で

、
学
習
用
の
ほ
か

に
児
童
文
庫
本
や
絵
本
な
ど
、
気
楽
に

読
め
る
本
を
置
き
、ま
た
子
ど
も
会
や

グ
ル
ー
プ
の
自
主
的
活
動
の
場
と
し
て

開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
屋
上
は
運
動
場
と
し
て
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
自
転
車
や
簡
単
な
運
動
器
具
を

置
く
予
定
で
す
。

開
館
時
間
は
、
月
曜
日
を
除
く
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
(
入
場
は
四

時
)
ま
で
(
予
定
)
で
、だ
れ
も
が
自

由
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、建
物
の
前
に
一
三
〇
〇
平
方

メー
ト
ル
の
児
童
遊
園
を
設
け
ま
す
の

で
、
家
旅
連
れ
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
が

過
せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
田
に
保
育
園
で
き
る

千
住
保
育
園
も
新
し
い
建
物
に

新
田
三
丁
目
八
-
二
〇
に
十
九
番
め

の
区
立
保
育
園
が
で
き
あ
が
り
四
月
中

に
開
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
新
田
わ
か
ば
保
育
園
。
七
八

二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
建
て
た
鉄

筋
二
階
建
て
の
も
の
で
、建
築
面
積
三

二
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
築
の
べ
面
積

四
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
は
約

二
千
三
百
万
円
で
す
。

一
階
は
保
育
室
四
つ
、
遊
戯
室
一
つ

で
、
二
階
は
乳
児
室
一
つ
。
定
員
は
、

三
歳
未
満
二
十
名
、
三
歳
以
上
八
十
名

の
計
百
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
千
住
保
育
園
の
改
築
工
事
も

す
で
に
終
り
、
三
月
二
十
四
日
か
ら
新

し
い
建
物
に
移
り
ま
し
た
。

新
園
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
卜
三

階
建
て
で
、一
階
に
保
育
室
が
五
つ
、

遊
戯
室
が
一
つ
あ
り
、二
階
は
乳
児
室

一
つ
。二
階
の
一
部
と
三
階
に
は
、保

母
さ
ん
不
足
の
解
消
策
と
し
て
単
身
保

母
寮
が
二
十
八
室
設
け
て
あ
り
ま
す
。

渕
江
第
一
小
を
新
設

渕
江
小
学
校
か
ら
分
か
れ
て
、昭
和

四
十
二
年
四
月
一
日
に
渕
江
第
一
小
学

校
(
保
木
間
町
六
八
五
)
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

公
団
住
宅
、都
営
住
宅
な
ど
の
建
設
が

さ
か
ん
な
た
め
に
渕
江
小
学
校
の
校

舎
だ
け
で
は
千
四
百
名
も
の
児
童
数
を

収
容
し
き
れ
な
く
な
り
、プ
レ
ハ
ブ
教

室
を
建
て
て
急
場
を
し
の
い
で
い
ま
し

た
。こ
の
た
め
、昨
年
十
月
か
ら
保
木
間

町
六
八
五
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
い

ま
し
た
が
、五
月
下
旬
に
完
成
す
る
運
び

と
な
り
、渕
江
小
学
校
の
通
学
区
域

を
、国
道
四
号
線
(
日
光
街
道
)
を
境

い
に
し
て
東
側
を
新
設
の
渕
江
第
一
小

学
校
に
、西
側
を
渕
江
小
学
校
に
、そ

れ
ぞ
れ
分
け
ま
し
た
。

渕
江
第
一
小
の
児
童
数
は
、一
年
生

百
十
三
名
、
二
年
生
八
十
一
名
、
三
年

生
八
十
一
名
、
四
年
生
七
十
九
名
、
五

年
生
七
十
七
名
、
六
年
生
七
十
七
名
の

計
五
百
八
名
で
校
舎
が
で
き
る
ま
で
の

間
は
、と
り
あ
え
ず
渕
江
小
学
校
に
同

居
し
ま
す
。

規
模
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く

り
三
階
建
て
で
、普
通
教
室
十
六
、特

別
教
室
三
。総
工
費
は
約
一
億
二
百
六

十
万
円
で
す
。

こ
れ
で
、区
立
の
小
学
校
数
は
五
十

一
、
分
校
一
と
な
り
ま
し
た
。

養
護
学
園
=
園
児
募
集

区
立
養
護
学
園
(
千
葉
県
君
津
郡
天

羽
町
)
で
は
、園
児
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ
の
学
園
は
、か
ら
だ
の
弱
い
お

子
さ
ん
の
た
め
に
健
康
の
増
進
を
は
か

り
な
が
ら
勉
強
で
き
る
よ
う
に
と
つ
く

っ
た
学
校
で
、区
か
ら
補
助
が
で
ま
す
。

対
象
は
、小
学
校
三
～
六
年
生
。期
間

は
四
月
二
十
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
。

申
し
込
み
は
、
四
月
十
日
ま
で
各
学
校

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

家
庭
の
日
を

設
け
ま
し
よ
う

牛
乳
を
さ
し
あ
げ
ま
す

母
子
の
栄
養
食
品
と
し
て

住
民
税
七
百
円
以
下
の
世
帯
の
母
子

に
栄
養
食
品
と
し
て
毎
月
粉
ミ
ル
ク
を

さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
が
、こ
の
四
月
一

日
か
ら
牛
乳
も
支
給
品
目
に
加
え
ら
れ

ま
し
た
の
で
、い
ま
ま
で
粉
ミ
ル
ク
を
受

け
て
い
た
か
も
希
望
に
よ
り
牛
乳
に

切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

牛
乳
の
量
は
、毎
月
三
十
本
で
、配

達
を
し
ま
す
。ま
た
粉
ミ
ル
ク
の
量
も

九
百
グ
ラ
ム
か
ら
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な

り
ま
し
た
。支
給
期
間
は
以
前
と
同
じ

く
、妊
娠
五
か
月
め
か
ら
出
産
後
十
二

か
月
ま
で
の
十
八
か
月
間
で
す
。

牛
乳
に
切
り
替
え
を
希
望
す
る
か
た

、ま
た
は
、ま
だ
支
給
申
請
を
し
て

い
な
い
か
た
は
、母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
持
っ
て
出
張
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。(
母
子
健
康
手
帳
四
十
三
ペ

ー
ジ
参
照
)

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
は

国
保
課
に
必
ず
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が

交
通
事
故
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
場

合
、加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、原
則
と
し
て
国
保
で
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し

賠
償
の
話
し
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
り

つ
い
て
も
そ
れ
を
受
け
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
と
き
な
ど
は
、例
外
的
に
国

保
が
利
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、こ
の

場
合
は
、被
害
の
状
況
を
区
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
「第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
国
保
課
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
国
保
課
に
あ
り
ま
す
。

外
国
人
世
帯
の
日
本
人
も

国
保
が
適
用
さ
れ
ま
す

日
本
人
で
も
外
国
人
の
世
帯
に
い
る

人
は
、い
ま
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、四
月
一
日

か
ら
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
人
は
、直
接
国
民
健

康
保
険
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。く

わ
し
く
は
国
保
課
資
格
給
付
係
(
電
話

内
線
三
七
七
～
三
八
〇
)
へ
。

都営住宅地元割り当て当せん番号

第1種1地区A… 3, 4, 14, 206, 227, 291, 415, 491

〃　7地区B… 4, 7, 27, 121, 170, 173, 249, 266, 364, 370
383, 389, 429, 480, 506, 521, 537, 548,

560, 590, 603, 606, 658, 660, 689, 697,

720, 738

第2種27地区C… 2, 20, 27, 43, 45, 67, 73, 95, 118, 129
〃　28地区D… 33, 46, 111, 124, 132, 183, 219, 275, 315,

332, 366, 410, 429, 450, 506, 524

〃　29地区E… 8, 39, 44, 50, 51, 54, 57, 119, 122, 129,

130, 140, 198, 207, 239, 306, 309, 316,

328, 334, 373, 394, 425, 426, 428, 430,

435, 467, 618, 652

必
ず
受
け
ま
し
よ
う

春
の
定
期
予
防
接
種

こ
と
し
は
小
児
マ
ヒ
や
赤
痢
が
流
行

し
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。区
で
は

次
に
よ
り
小
児
マ
ヒ
な
ど
春
の
定
期
予

防
接
種
を
行
な
い
ま
す
の
で
、も
れ
な

く
受
け
て
く
だ
さ
い
。該
当
者
に
は
通

知
を
さ
し
あ
げ
ま
し
た
が
、万
一
通
知
が

こ
な
か
っ
た
と
き
や
、病
気
な
ど
で

受
け
ら
れ
な
い
と
き
は
、保
健
所
か
、

ま
た
は
区
保
健
衛
生
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
接
種
料
金
は
無
料
で
す
。

小
児
マ
ヒ

対
象
　
四
十
一
年
一
月
一
日
～
同
年

六
月
三
十
日
ま
で
の
出
生
者
(
第
二
回

め
)
と
同
年
七
月
一
日
～
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
出
生
者
(
第
一
回
め
)

日
程
　
▽
四
月
七
日
　
渕
江
小
　
▽

十
一
日
　
五
反
野
小
、大
谷
田
小
　
▽

十
二
日
　
花
畑
小
、花
畑
第
一
小
、千
寿

小
　
▽
十
三
日
　
西
新
井
第
一
小
、

千
四
小
　
▽
十
四
日
　
関
原
小
分
校
、宮

城
小
　
▽
十
八
日
　
本
木
小
、江
北

小
　
▽
十
九
日
　
伊
興
小
、東
渕
江
小
　

▽
二
十
日
　
足
立
保
健
所
、新
田
小
、鹿

浜
小
　
▽
二
十
一
日
　
梅
島
小
、弘
道

小以
上
の
会
場
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
は
四
月
二
十
七
日
に
保
健
所
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

種
と
う

対
象
　
四
十
一
年
六
月
一
日
～
同
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
生
者

日
程
　
六
月
九
日
接
種
、
十
六
日
検

診
。
場
所
は
、
医
師
会
加
入
の
区
内
各

医
院ジ

フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
混
合

(
第
一
期
)
　
対
象
　
四
十
一
年
六
月

一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
生

者
日
程
　
一
回
め
四
月
二
十
八
日
、二

回
め
五
月
十
九
日
、三
回
め
六
月
九
日

(
第
二
期
)
　
対
象
　
四
十
一
年
四
月
～
六

月
ま
で
の
間
に
第
一
期
を
受
け
た

人
。日

程
　
四
月
二
十
八
日
。
場
所
は
一

期
、
二
期
と
も
医
師
会
加
入
の
区
内
各

医
院▽

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
四
十
二
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
な

い
ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
、登
録
手
数
料
三
百
円
、注

射
手
数
料
百
七
十
円
、注
射
済
証
交
付

手
数
料
三
十
円
、計
五
百
円
で
す
。

▽
四
月
十
二
日
　
第
十
二
出
張
所
前
　

▽
十
三
日
　
第
二
十
出
張
所
前
　
▽
十

四
日
　
第
十
三
出
張
所
前
　
▽
十
七
日
　

第
六
・
七
・
十
八
出
張
所
前
　
▽
十
八

日
　
第
八
・
十
五
・
十
九
出
張
所
前
　

▽
十
九
日
　
第
十
六
　
十
七
出
張
所
前
、

千
住
公
園
内
　
▽
二
十
日
　
梅
田
赤
不

動
・
島
根
鷲
神
社
境
内
・
千
住
四
丁
目

児
童
遊
園
　
▽
二
十
一
日
　
西
綾
瀬
長

性
寺
・
千
住
神
社
境
内
・
第
二
庁
舎
　

▽
二
十
四
日
　
西
新
井
大
師
・
柳
原
神

社
境
内
・
第
十
四
出
張
所
前
　
▽
二
十

五
日
　
本
木
西
氷
川
神
社
・
五
反
野
西

ノ
宮
境
内
・
千
住
旭
公
園
　
▽
二
十
六

日
　
足
立
・
千
住
両
保
健
所

以
上
の
場
所
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

か
た
は
次
の
会
場
で
。

▽
五
月
八
日
　
第
七
出
張
所
前
　
▽
九

日
　
第
十
五
出
張
所
前
　
▽
十
日
　
西
新

井
大
師
境
内
　
▽
十
一
日
　
足
立
保

健
所▽

き
ず
跡
が
残
ら
な
い

B
C
G

接
種
に

B
C
G

は
、
き
ず
跡
が
残
る
た
め
接

種
を
き
ら
う
か
た
が
い
ま
し
た
の
で
四

月
か
ら
新
し
い
方
式
に
か
え
ま
し
た
。

こ
れ
で
接
種
す
る
と
、
一
時
は
は
れ
ま

す
が
、
半
年
ぐ
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
き
ず

跡
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
美
容

上
の
心
配
も
な
く
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。▽

旧
金
し
勲
章
年
金
の

受
給
者
に
一
時
金
を
支
給

日
清
戦
争
か
ら
満
州
事
変
ま
で
(
支

那
事
変
は
除
く
)
の
武
功
に
よ
り
昭
和

二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
金
鵄

(し
)
勲
章
年
金
を
受
け
て
い
た
か
た
、

ま
た
は
そ
の
相
続
人
に
一
時
金
(
十
万

円
)
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
区
厚
生

部
福
祉
課
援
護
係
へ
。

▽
郵
便
ポ
ス
ト
が

か
わ
り
ま
し
た

円
柱
型
の
ポ
ス
ト
が
四
月
か
ら
角
型

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
ト
は
、差
し
入
れ
口
が
都
区

内
(
二
十
三
区
)
あ
て
と
地
方
あ
て
の

二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用

の
と
き
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
い
せ
つ
な
郵
便
物
を
一
刻
も
早
く
お

届
け
す
る
よ
う
務
め
て
い
ま
す
の
で
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。―

郵
便
局
―

▽
貨
物
は
金
町
駅
で

取
り
扱
い
ま
す

国
鉄
常
磐
線
の
復
復
線
工
事
の
た
め

い
ま
ま
で
亀
有
駅
で
扱
っ
て
い
た
貨
物

受
付
を
、
金
町
駅
に
移
し
ま
し
た
の
で

今
後
は
金
町
駅
へ
お
願
い
し
ま
す
。

■ 4月30日…軽自動車税( 区税) 、5月1日…固定資産税( 都税) の納期限です。


